
【　寺　山　堰　】

用 水 位 置 図

江戸時代初期から取水がされていたと言われている。もとは寺山樋管と福田樋管の二樋管
により自然取水が行われていたが、入間川の河床低下により自然取水が困難となったため、
各樋管箇所に堰を設けることになった。その後、入間川の改修工事に伴い、二つの堰を統合
(S35)し現在に至る。
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